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要 約

釧路市動物園における飼育個体および傷病救護個体の糞中または剖検時に採集した31寄生虫標本の種同定を
実施した。これらの宿主は飼育個体で16種、同園内で有害捕獲あるいは死体取得されたもので6種であった。
標本は線虫類13種、条虫類2種、鉤頭虫1種および節足動物3種が確認された。感染が危惧された多包条虫の
メタセストーデである多包虫は検出されず、現時点での濃厚な侵淫はないことが示唆された。裸頭条虫類Ber-
tiella studeriと牛回虫Toxocara vitulorumは北海道初記録であった。ヒト回虫Ascaris lumbricoidesが観察され
たが、これまで国内飼育ゴリラからは検出されていない。
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は じ め に

動物園動物を適正に飼育管理をする上で、内部および
外部寄生虫のコントロールが必要であり、その基盤情報
として各寄生虫の侵淫状況を把握しておく必要があ
る［1］。幸い、釧路市動物園（園）では、開園以来、飼
育または傷病保護された哺乳類、あるいは園内で有害駆
除や死体拾得された哺乳類から得られた寄生虫について
標本を採取、保管しており、一部は既に報告した［2］。
また同園では園内に残る豊かな自然植生の一部を利用し、
動物とその生息する環境とを同時に見られるよう整備し
ており、園内には多くの野生動物が生息するが［3‐5］、こ
のような環境では、飼育施設周辺に生息する野生動物に
よる公衆・動物衛生学的な悪影響が起こりうることが指
摘されてきた［4、5］。先の報告では同園内で有害捕獲され
たアカギツネから多包条虫Echinococcus multilocularis

が得られたことを報告しており［4］、この条虫は道内を
含む国内動物園で類人猿を含む飼育動物の死亡例が複数
報告されていることから［6、7］、追加調査が必要であると
述べている。標本数が膨大であったため前回未検討で
あった残りの標本について種同定と整理を行った。さら
に、同園内に生息する野生哺乳類の追加調査を行ったた
め、その結果も併せ報告する。

材料と方法

1977～2017年にかけて同園における飼育個体および傷
病救護個体の糞中または剖検時に採集された寄生虫（蠕
虫類と寄生性節足動物）標本で、70％エタノールまたは
10％ホルマリン液で固定、保存されていた計31サンプル
を用いた（図1）。これら標本の由来として記録された
宿主は、飼育個体のチンパンジーPan troglodytes（7：
括弧内は標本数。以下同様）、ニシゴリラGorilla gorilla
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（1）、カナダヤマアラシErethizon dorsatum （1）、
エゾモモンガPteromys volans orii（1）、グラントシマ
ウマEquus quagga boehmi（1）、ヘラジカAlces alces
（2）、ヨーロッパバイソンBison bonasus（１）、ヤギ
Capra hircus（1）、ライオンPanthera leo（1），ホッ
キョクグマUrsus maritimus（3）およびオタリアOtaria
flavescens（1）、傷病個体のエゾタヌキNyctereutes pro-
cyonides albus（1）、クラカケアザラシPhoca fasciata
（3）、ゴマフアザラシPhoca largha（5）、ゼニガタ
アザラシPhoca vitulina（2）およびワモンアザラシ
Phoca hispida（1）であった。これらのうち、ニシゴ
リラ、カナダヤマアラシ、ヘラジカおよびヨーロッパバ
イソンは、現在、同園では飼育されていない。
また、同園内で有害捕獲あるいは死体取得されたもの

は次の6種10個体であった：ヒメホオヒゲコウモリ
Myotis ikonnikovi（1）、キタクビワコウモリEptesicus

japonensis（1）、オオアシトガリネズミSorex unguicula-
tus（1）、アカネズミApodemus speciosus（1）、ドブ
ネズミRattus norvegicus（5）およびアメリカミンクNe-
ovison vison（1）。寄生虫の検査および同定法は前報と
同様であったので［2、4、5］、本報告では割愛する。

結果と考察

飼育および救護個体から得られた寄生虫は線虫類12種、
条虫類2種、鉤頭虫1種および節足動物2種であった。
また、同園内の野生哺乳類のうち、ヒメホオヒゲコウモ
リとアカネズミから各1種の寄生虫が検出されたが、他
の野生哺乳類からは寄生虫が検出されなかった。得られ
た各寄生虫種名を表1に示した。また、それら画像は図
1に条虫類、図2および図3に線虫類、図4に鉤頭虫類・
節足動物を示した。しかし、感染が危惧された多包条虫
のメタセストーデである多包虫は今回調べたオオアシト
ガリネズミ、アカネズミあるいはドブネズミからは未検
出であった。
今回の標本回顧で特筆された点としては、まず、北海

道初記録のものがいくつか確認された。その一つが裸頭
条虫類B. studeriで、この種は上野動物園飼育チンパン
ジーおよび紀伊半島と東北地方のニホンザルで見つかっ
ていたが［8］、北海道では、動物園動物を含め記録は見
あたらなかった。ヒト回虫A. lumbricoidesを観察した
が、少なくとも国内で飼育されるゴリラからの検出事例
は見当たらなかった。牛回虫T. vitulorumは教科書的
に国内の牛から見出されるとの記述があるが［9、10］、北

図1．釧路市動物園で保存された液浸寄生虫標本（一
部）の保存状態と条虫類（変性した片節）標本。

2：Bertiella studeri、3：Diplogonoporus grandis．

図2．釧路市動物園で保存された回虫類標本。
1および2：Ascaris lumbricoides；3および4：Parascaris equorum；5および6：Toxocara vitulorum；7および8：
Toxocara cati；9および10：Baylisascaris transfuga；11および12：Toxocara tanuki；13および14：Contracaecum sp．1、
3、5、7および9：全体像；2、4、6、8、10、11および13：頭部；12および14：尾部．1、3、5および7：Bar
＝25mm；2、4、6、8、10および11から13：Bar＝1mm；14：Bar＝500µm．
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海道では初記録である。
前回の報告［2］と同様に、飼育および救護動物では回
虫類が多く検出された。またチンパンジーの蟯虫E. ver-
micularisは同一個体から複数回検出されており、これ

らの直接発育可能な線虫類では飼育環境中に虫卵が保持
され、常態化していることが伺われた。したがって、飼
育動物における定期的な駆虫が重要。一方、今回行った
野生小哺乳類の調査において、多包条虫のメタセストー

図3．釧路市動物園で保存された回虫類（図2）以外と同園内のアカネズミからの線虫類標本。
1および2：Enterobius vermicularis；3および4：Uncinaria lucasi；5および6：Heligmonoides speciosus；7およ
び8：Oxyuirdae gen. sp.；9および10：Trichuris sp.；11および12：Ostertagiinae gen. sp．1および5：全体像；3、
7、9および11：頭部；2、4、6、8および12：尾部；10：陰門．1、3、4、5および12：Bar＝500µm；2、9、
10および11：Bar＝200µm；6：Bar＝100µm；7および8：Bar＝1mm．

図4．釧路市動物園で保存された鉤頭虫類と寄生性昆虫類および同園内のヒメホオヒゲコウモリから得たダニ
類標本。

1および2：Echinorhynchus sp.；3および4：Spinturnix myoti；5および6：Monopsyllus argus；7：Bovicola caprae
の全体像（7）．1、3、5、7：全体像；4、4、6：頭部あるいは体前部．1、3、5：Bar＝1mm；2、4、6、
7：Bar＝500µm．
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デである多包虫は未検出であったことから、現時点で同
園内は、多包条虫の生活史が完結する濃厚な侵淫状況下
にはないことが示唆された。しかし検査例数も少ないた
め、今後も標本の蓄積とモニタリングが必要である。
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表1．標本調査で確認された寄生虫種名一覧
宿主 線虫類 条虫類 鉤頭虫 節足動物

チンパンジー Enterobius vermicularis Bertiella studeri
ニシゴリラ Ascaris lumbricoides
カナダヤマアラシ Oxyuirdae gen. sp.
エゾモモンガ Monopsyllus argus
グラントシマウマ Parascaris equorum

ヘラジカ Trichuris sp
Ostertagiinae gen. sp.

ヨーロッパバイソン Toxocara vitulorum
ヤギ Bovicola caprae
ライオン Toxocara cati
ホッキョクグマ Baylisascaris transfuga
エゾタヌキ Toxocara tanuki
クラカケアザラシ Contracaecum sp. Diplogonoporus grandis
ゴマフアザラシ Contracaecum sp.
ゼニガタアザラシ Echinorhynchus sp.
ワモンアザラシ Contracaecum sp.
オタリア Uncinaria lucasi
（園内で生息していた野
生種）
ヒメホオヒゲコウモリ Spinturnix myoti
エゾアカネズミ Heligmonoides speciosus

（533） 27

北 獣 会 誌 62（2018）


